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３
、 

平
安
時
代
初
期

　
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
年
）
都
が
平
安
京

に
遷
都
さ
れ
、政
治
・
文
化
の
中
心
地
と
な
っ

た
。
聖
武
天
皇
が
奈
良
時
代
の
天
平
文
化
の

中
心
者
で
あ
っ
た
様
に
、
こ
の
時
代
の
弘
仁

文
化
は
嵯
峨
天
皇
を
中
心
に
大
き
く
発
展
し

た
。
平
穏
な
政
治
情
勢
の
も
と
、
空
海
、
橘

逸
勢
を
は
じ
め
多
く
の
書
家
を
輩
出
し
、
名

筆
が
多
数
残
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
年
）
に
遣
唐
使

が
派
遣
さ
れ
、
最
澄
、
空
海
、
橘
逸
勢
ら
が

入
唐
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
唐
の
文
化
は
既
に

衰
退
期
に
入
っ
て
お
り
、
彼
等
は
当
時
の
新

風
を
模
せ
ず
、
晋
お
よ
び
初
唐
の
書
を
自
主

的
に
摂
取
し
、
王
羲
之
や
唐
の
大
家
の
書
跡

な
ど
を
日
本
に
伝
え
た
。
晋
唐
の
書
は
日
本

の
宮
廷
社
会
で
愛
好
さ
れ
、
こ
と
に
嵯
峨
天

皇
は
唐
風
を
好
み
、宮
城
（
き
ゅ
う
じ
ょ
う
）

の
門
額
の
名
称
を
唐
風
に
改
め
た
。
ま
た
自

ら
も
門
額
を
書
き
、
当
時
書
名
の
高
か
っ
た

空
海
、
橘
逸
勢
に
も
同
様
に
門
額
を
書
か
せ

た
。
こ
の
三
人
（
嵯
峨
天
皇
、
空
海
、
橘
逸

勢
）
は
平
安
時
代
初
期
の
第
一
の
能
書
と
し

て
三
筆
と
称
さ
れ
た
。

　
嵯
峨
天
皇
（
七
八
六
〜
八
四
二
年
）
は

五
十
二
代
天
皇
（
在
位
八
〇
九
〜
八
二
三

年
）。
幼
名
は
神
野
親
王
。
桓
武
天
皇
の
第

二
皇
子
。
母
は
藤
原
乙
牟
漏
（
お
と
む
ろ
）。

桓
武
天
皇
に
始
ま
る
律
令
政
治
復
興
の
努
力

の
な
か
で
政
治
的
・
文
化
的
に
活
況
あ
る
治

世
で
あ
っ
た
。
と
く
に
八
一
〇
年
の
薬
子
の

変
に
あ
い
、
蔵
人
所
・
検
非
違
使
な
ど
の
令

外
官
を
設
置
し
、
ま
た
行
政
機
構
の
簡
素
化

も
行
っ
た
。
弘
仁
格
・
弘
仁
式
や
『
新
撰
姓

氏
録
』
な
ど
律
令
制
度
維
持
の
た
め
の
事
業

の
ほ
か
、
賀
茂
斎
院
を
は
じ
め
白
馬
節
会
な

ど
儀
礼
・
年
中
行
事
の
整
備
も
進
め
、
宮
廷

を
中
心
と
し
た
唐
風
文
化
に
も
熱
心
だ
っ

た
。
詩
文
を
よ
く
し
勅
撰
漢
詩
集『
凌
雲
集
』

『
文
華
秀
麗
集
』
な
ど
多
く
の
詩
を
残
し
て

い
る
。
嵯
峨
天
皇
の
宸
翰
（
天
皇
自
筆
の
文

書
）
に
最
澄
の
入
滅
を
な
げ
き
悲
し
ん
だ
草

書
体
の
『
哭
澄
上
人
詩
』
が
あ
る
。

　
最
澄
（
七
六
六
・
七
六
七
〜
八
二
二
） 

日

本
天
台
宗
の
開
祖
で
、
伝
教
大
師
と
諡
号
さ

れ
、
澄
上
人
、
叡
山
大
師
、
根
本
大
師
、
山

家
大
師
と
も
称
さ
れ
る
。
中
国
後
漢
の
王
族

で
応
神
帝
こ
ろ
の
帰
化
人
の
子
孫
と
伝
え
ら

れ
る
三
津
首
百
枝
の
子
と
し
て
比
叡
山
麓

古
市
郷
に
生
ま
れ
た
。
七
八
〇
年
近
江
国

分
寺
の
行
表
を
師
と
し
て
出
家
し
、「
心
を

一
乗
に
帰
す
べ
し
」
と
の
教
え
を
受
け
た
。

七
八
五
年
、
東
大
寺
戒
壇
で
具
足
戒
を
受
け

国
家
公
認
の
僧
と
な
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
南

都
の
仏
教
を
避
け
て
比
叡
山
に
登
り
修
行
、

多
く
の
経
論
を
読
ん
で
天
台
教
学
の
優
れ
た

こ
と
を
知
り
、
天
台
典
籍
を
求
め
て
学
ん

だ
。
入
山
後
の
最
澄
は
、
世
の
無
常
を
見
つ

め
自
己
の
未
熟
を
恥
じ
、
仏
道
修
行
を
実
現

す
る
た
め
の
五
つ
の
誓
願
を
た
て
、
そ
れ
が

成
就
す
る
ま
で
下
山
し
な
い
と
誓
っ
た
。
こ

れ
は
の
ち
に
僧
の
修
行
の
規
則
「
十
二
年
籠

山
」
と
し
て
制
度
化
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。七
九
七
年
内
供
奉
十
禅
師
に
加
え
ら
れ
、

翌
年
十
一
月
に
は
天
台
智
者
大
師
の
忌
日
法

華
十
講
を
始
修
し
た
。
八
〇
二
年
、
和
気
清

麿
の
子
弘
世
・
真
綱
に
招
か
れ
て
初
め
て
山

を
下
り
、
京
都
高
雄
山
寺
（
神
護
寺
）
に
お

い
て
『
摩
訶
止
観
』『
法
華
玄
義
』『
法
華
文

句
』
の
法
華
三
大
部
の
講
義
行
い
、
南
都
の

諸
大
徳
も
列
席
し
そ
の
講
を
称
賛
し
た
と
い

う
。書
に
お
け
る
師
承
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

八
〇
四
年
に
入
唐
し
、
帰
朝
に
当
っ
て
王
羲

之
の
十
七
帖
、
王
献
之
、
欧
陽
詢
、
褚
遂
良

な
ど
の
筆
跡
や
法
帖
類
を
持
ち
帰
っ
た
。
そ

の
書
風
は
空
海
の
変
幻
自
在
な
る
に
比
べ

て
、
清
澄
で
品
格
が
高
い
。

　『
久
隔
帖
』
は
、
八
一
三
年
十
一
月
二
十

五
日
付
で
書
い
た
尺
牘
で
、「
久
隔
清
音
」

の
句
で
始
ま
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
宛
名

は
「
高
雄
範
闍
梨
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
高
雄

山
寺
に
派
遣
し
た
最
澄
の
弟
子
の
泰
範
で
あ

る
が
、
実
質
は
空
海
宛
で
あ
る
。
奈
良
国
立

博
物
館
蔵
。
国
宝
。

（13）

久
隔
帖

哭
澄
上
人
詩
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空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
年
）
は
弘
法
大

師
の
名
で
知
ら
れ
る
真
言
宗
の
開
祖
。
日
本

天
台
宗
の
開
祖
最
澄
（
伝
教
大
師
）
と
と
も

に
、
旧
来
の
い
わ
ゆ
る
奈
良
仏
教
か
ら
新
し

い
平
安
仏
教
へ
と
日
本
仏
教
が
転
換
し
て
い

く
流
れ
の
劈
頭
に
位
置
し
、
中
国
か
ら
真
言

密
教
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
の
王
羲
之
と
も

い
う
べ
き
不
世
出
の
能
書
家
で
あ
り
、
中
国

で
は
五
筆
和
尚
と
い
わ
れ
、
日
本
で
は
入
木

道
の
祖
と
仰
が
れ
、
そ
の
重
厚
で
装
飾
的
な

書
風
は
大
師
流
と
称
さ
れ
て
い
る
。
真
跡
と

し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
聾
瞽
指
帰（
ろ
う
こ
し
い
き
）は『
三
教
指

帰
』
の
初
稿
本
に
当
る
も
の
で
、
二
巻
存
し
、

入
唐
前
の
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
年
）
二
十

四
歳
頃
の
書
と
い
わ
れ
る
。
書
は
や
や
硬
い

が
筆
力
が
あ
り
、
後
の
風
信
帖
に
見
ら
れ
る

書
風
と
は
異
な
る
。
金
剛
峯
寺
蔵
で
国
宝
。

　
灌
頂
歴
名
（
灌
頂
記
）
は 

弘
仁
三
年

（
八
一
二
年
）
か
ら
弘
仁
四
年
（
八
一
三
年
）

に
か
け
て
、
空
海
が
高
雄
山
寺
で
金
剛
・
胎

蔵
両
界
の
灌
頂
を
授
け
た
時
の
人
名
を
記
録

し
た
手
記
で
あ
る
。
処
々
書
き
直
し
て
い
る

が
、
筆
力
、
結
構
と
も
に
流
露
し
て
い
る
。

神
護
寺
蔵
で
国
宝
。

　
風
信
帖
は
弘
法
大
師
筆
の
尺
牘
。
空
海
が

最
澄
に
送
っ
た
書
状
三
通
を
一
巻
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
一
通
目
の
書
き
出
し
の
句
に
因

ん
で
風
信
帖
と
呼
ば
れ
る
。
も
と
は
五
通
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
一
通
は
盗
ま
れ
、
一
通
は

豊
臣
秀
次
の
所
望
に
よ
り
、
天
正
二
〇
年

（
一
五
九
二
年
）
献
上
し
た
こ
と
が
巻
末
の

奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
三
通
は
、

い
ず
れ
も
行
草
体
の
率
意
の
書
で
、
空
海
の

書
と
し
て
灌
頂
歴
名
と
と
も
に
絶
品
と
さ
れ

る
。
年
号
は
不
明
で
あ
る
が
、
弘
仁
三
年

（
八
一
二
年
）
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
通

目
は
、
九
月
十
一
日
付
で
「
風
信
雲
書
」
の

書
き
出
し
。
第
二
通
目
は
、
九
月
十
三
日
付

で「
忽
披
枉
書
」の
書
き
出
し
。第
三
通
目
は
、

九
月
五
日
付
で
「
忽
恵
書
礼
」
の
書
き
出
し

で
あ
る
。
流
麗
な
草
書
体
で
書
か
れ
、
王
羲

之
の
書
風
で
あ
る
。
東
寺
蔵
で
国
宝
。

　
座
右
銘
は
、
後
漢
の
崔
瑗
（
さ
い
え
ん
）

の
『
座
右
銘
』
一
〇
〇
字
（
五
言
二
十
句
）

を
草
書
で
二
・
三
字
ず
つ
、
数
十
行
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
は
白
麻
紙
の
横
巻

で
高
野
山
宝
亀
院
の
蔵
で
あ
っ
た
が
、
今
は

同
院
に
冒
頭
一
〇
字
が
残
る
だ
け
で
、
他
は

諸
家
に
分
蔵
さ
れ
、
一
〇
〇
字
中
四
十
二
字

が
現
存
す
る
。
字
径
が
十
二
〜
十
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
の
で
古
筆
家
は『
大
字
切
』

と
称
し
て
い
る
。

（14）

座
右
銘

風
信
帖
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橘
逸
勢
（
延
暦
元
年
（
七
八
二
年
？
～

八
四
二
年
））
は
、
平
安
時
代
初
期
の
書

家
で
あ
り
官
人
。
橘
入
居
の
末
子
。
従
五

位
下
・
但
馬
権
守
。
贈
従
四
位
下
。
書
に

秀
で
空
海
・
嵯
峨
天
皇
と
共
に
三
筆
と
称

さ
れ
る
。

　
八
〇
四
年
（
延
暦
二
三
年
）、
最
澄
・

空
海
ら
と
共
に
遣
唐
使
と
し
て
唐
に
渡
っ

た
。
八
四
〇
年
（
承
和
七
年
）
但
馬
権
守
。

　
八
四
二
年
（
承
和
九
年
）
嵯
峨
上
皇
が

没
し
た
二
日
後
、
皇
太
子
恒
貞
親
王
の

東
国
へ
の
移
送
を
画
策
し
謀
反
を
企
て
て

い
る
と
の
疑
い
で
、
伴
健
岑
と
と
も
に
逮

捕
さ
れ
た
。
両
者
は
杖
で
打
た
れ
続
け
る

拷
問
を
受
け
た
が
、
両
者
共
に
罪
を
認

め
な
か
っ
た
。
つ
い
に
は
、
仁
明
天
皇
よ

り
両
者
が
謀
反
人
で
あ
る
と
の
詔
勅
が
出

さ
れ
、
健
岑
は
隠
岐
に
、
逸
勢
は
伊
豆
へ

流
刑
さ
れ
た
。
恒
貞
親
王
は
皇
太
子
を
廃

さ
れ
た
（
承
和
の
変
）。
帰
国
後
、
病
弱

で
あ
っ
た
逸
勢
は
伊
豆
へ
の
護
送
途
中

に
、遠
江
板
築
（
浜
松
市
三
ヶ
日
町
本
坂
）

で
病
没
と
い
う
悲
惨
な
生
涯
を
送
っ
た

（
六
〇
余
歳
と
い
う
）。
こ
の
と
き
、
逸
勢

の
後
を
追
っ
て
い
た
娘
は
板
築
駅
ま
で
き

た
と
き
に
父
の
死
を
知
り
、
悲
歎
に
く
れ

た
。
そ
の
娘
は
そ
の
地
に
父
を
埋
葬
し
、

尼
と
な
り
名
を
妙
冲
と
改
め
、
墓
の
近
く

に
草
庵
を
営
み
、
菩
提
を
弔
い
続
け
た
。

　
死
後
、
逸
勢
は
罪
を
許
さ
れ
、
八
五
三

年
に
は
従
四
位
下
の
位
を
贈
ら
れ
た
。
そ

の
際
に
逸
勢
の
娘
の
孝
行
の
話
が
都
に
伝

わ
り
賞
賛
さ
れ
た
（『
日
本
文
徳
天
皇
実

録
』）。
た
だ
し
、
嗣
子
の
達
保
に
関
す
る

記
述
は
な
い
。

　
逸
勢
は
、
菅
原
道
真
・
文
屋
宮
田
麻
呂
・

早
良
親
王
・
伊
豫
親
王
な
ど
不
慮
の
死
を

遂
げ
た
人
物
と
共
に
「
八
所
御
霊
」
と
し

て
京
都
の
上
御
霊
神
社
と
下
御
霊
神
社
に

祀
ら
れ
て
い
る
。

　
在
唐
中
、
書
は
柳
宗
元
に
学
び
、
非
常

に
優
秀
で
、
文
才
と
と
も
に
、
唐
人
は
逸

勢
を
「
橘
秀
才
」
と
賞
賛
し
た
と
い
う
。

帰
国
後
は
内
裏
の
諸
門
の
額
を
多
数
書
い

た
と
さ
れ
る
。
逸
勢
の
真
跡
と
し
て
確
認

で
き
る
も
の
は
今
日
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て

い
な
い
。
そ
の
中
で
、
空
海
の
『
三
十
帖

冊
子
』
の
一
部
分
、『
興
福
寺
南
円
堂
銅

燈
台
銘
』、『
伊
都
内
親
王
願
文
』
が
逸
勢

の
筆
と
さ
れ
て
い
る
が
確
証
は
な
い
。
書

写
年
代
が
逸
勢
の
活
躍
し
た
時
代
と
一
致

し
、
逸
勢
に
阿
保
親
王
と
の
交
友
が
あ
っ

た
こ
と
、
空
海
ら
と
と
も
に
留
学
生
と
し

て
唐
に
渡
り
、
在
世
中
か
ら
能
書
の
誉
れ

が
高
く
、
願
文
な
ど
の
揮
毫
を
求
め
ら
れ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、「
人

と
な
り
放
胆
」
と
い
わ
れ
た
逸
勢
の
性
格

と
書
き
ぶ
り
が
逸
勢
以
外
の
書
家
か
ら
そ

の
書
風
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
逸
勢
の
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　『
興
福
寺
南
円
堂
銅
燈
台
銘
』（
弘
仁
三

年
（
八
一
六
年
））
撰
文
は
空
海
、
書
は

橘
逸
勢
と
い
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
な

い
。
燈
台
と
は
今
の
燈
籠
で
、
藤
原
真
夏

が
亡
父
の
た
め
に
造
っ
た
。
文
字
は
豊
潤

な
楷
書
体
の
中
に
、時
折
行
意
が
加
わ
り
、

や
わ
ら
か
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

　『
伊
都
内
親
王
願
文
』
は
御
物
で
、
桓

武
天
皇
の
第
八
皇
女
伊
都
内
親
王
が
、
生

母
藤
原
平
子
の
遺
言
に
よ
り
、
天
長
一
〇

年（
八
三
三
年
）九
月
二
十
一
日
、
山
階
寺

東
院
西
堂
に
香
灯
読
経
料
と
し
て
、
墾
田

十
六
町
余
、
荘
一
処
、
畠
一
丁
を
寄
進
さ

れ
た
と
き
の
願
文
で
あ
る
。
楮
紙
に
行
書

で
六
十
八
行
あ
り
、
末
字
に
「
伊
都
」
の

二
字
が
あ
る
。
朱
で
捺
さ
れ
た
内
親
王
の

手
形
が
二
十
五
箇
所
あ
る
。
書
風
は
王
羲

之
風
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
唐
人
の
新
し

い
気
風
が
含
ま
れ
て
お
り
、
力
強
く
抑
揚

に
富
み
、自
由
闊
達
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

（15）

伊
都
内
親
王
願
文

興
福
寺
南
円
堂
銅
燈
台
銘
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４
、 

平
安
時
代
中
期

　
文
化
の
国
風
化
（
日
本
化
）
の
兆
候
は

奈
良
時
代
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
初

期
は
唐
風
文
化
の
影
に
隠
れ
る
か
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
唐
風
化
の
波
が
治

ま
る
と
、
ふ
た
た
び
日
本
的
な
要
素
が
文

化
の
前
面
へ
と
現
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
、
平

安
中
期
ご
ろ
の
国
風
文
化
で
あ
る
。
特
徴

と
し
て
は
、
平
仮
名
・
片
仮
名
の
発
明
で

日
本
語
の
表
記
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
、
和
歌
・
日
記
・
物
語
文
学
の
隆
盛
、

官
衣
束
帯
の
登
場
、
寝
殿
造
等
の
和
様
建

築
が
登
場
し
た
。
ま
た
、
平
安
中
期
は
、

仏
教
の
末
法
思
想
が
人
々
に
広
く
浸
透
し
、

浄
土
思
想
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
民
衆
に
仏
教

信
仰
が
拡
が
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、

空
也
や
融
通
念
仏
の
良
忍
な
ど
の
僧
が
民

衆
の
中
で
活
躍
し
た
。

　
宇
多
天
皇
が
遣
唐
使
を
止
め
て
以
来
、

日
本
の
書
道
は
独
自
の
色
を
増
し
た
。
中

で
も
注
目
す
べ
き
は
、「
か
な
」
の
出
現
で

あ
る
。
か
な
文
字
と
漢
字
と
の
調
和
が
日

本
書
道
の
大
き
な
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
、

こ
れ
に
応
じ
て
和
様
書
道
が
完
成
さ
れ
た
。

そ
の
完
成
者
は
、
小
野
道
風
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
彼
の
後
、藤
原
佐
理
、藤
原
行
成
と
、

い
わ
ゆ
る
三
跡
が
相
継
ぎ
、
黄
金
時
代
を

現
出
し
た
の
が
中
期
の
特
色
で
あ
る
。

　
漢
字
の
伝
来
に
よ
り
、
漢
字
を
使
っ
て
日

本
の
言
葉
を
記
す
努
力
が
始
ま
り
、
時
代

と
と
も
に
日
本
語
表
記
が
変
化
し
た
。『
山

ノ
上
碑
』（
六
八
一
年
）
で
は
、
漢
字
を
日

本
語
の
語
順
に
並
べ
、「
送
り
が
な
」
や
「
て

に
を
は
」
な
ど
、
か
な
の
部
分
を
取
り
除
い

た
碑
文
と
な
っ
て
い
る
。『
古
事
記
』（
七
一一

年
）
で
は
、
日
本
語
の
発
音
を
表
現
す
る

た
め
に
、
漢
字
の
音
と
訓
を
交
え
て
読
ま

せ
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
か

な
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
奈
良
時
代
、
天
皇
の
命
令
を
記
し
た
宣

命
と
い
う
文
書
で
は
「
送
り
が
な
」
や
「
て

に
を
は
」
を
漢
字
の
音
を
借
り
て
小
さ
く

書
き
入
れ
て
い
る
。「
の
」に
は「
乃
」、「
は
」

に
は
「
波
」、「
を
」
に
は
「
乎
」
な
ど
を

一
定
し
て
使
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
楷
書

体
や
平
易
な
行
書
体
程
度
の
漢
字
を
使
っ

て
日
本
語
の
か
な
の
部
分
に
当
て
は
め
て
書

き
記
し
た
も
の
を
真
仮
名
と
呼
ん
だ
。『
万

葉
集
』
で
こ
の
方
法
が
よ
く
用
い
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
後
に
、
万
葉
仮
名
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。そ
し
て
奈
良
時
代
の
終
わ
り
頃
、

『
正
倉
院
万
葉
仮
名
文
書
』
が
残
さ
れ
た
。

『
正
倉
院
万
葉
仮
名
文
書
』
と
は
、
一
字
一

音
の
万
葉
仮
名
ば
か
り
で
書
か
れ
た
文
書

二
通
の
こ
と
で
、
正
倉
院
の
中
倉
に
伝
わ

る
紙
背
文
書
で
あ
る
。
二
通
の
う
ち
の
一

通
（
文
頭
が
「
和
可
夜
之
奈
比
乃
（
わ
が

や
し
な
ひ
の
）
…
」）
の
紙
背
に
は
、
天
平

宝
字
六
年
（
七
六
二
年
）
一
月
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
記
録
『
造
石
山
寺
所
食
物
用

帳
』
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
仮
名
文

書
は
七
六
二
年
よ
り
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
も
う
一
通
（
文
頭
が
「
布
多

止
己
呂
乃
（
ふ
た
と
こ
ろ
の
）
…
」）
の
紙

背
に
は
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
年
）
一

月
三
〇
日
と
二
月
一
日
付
の
『
造
石
山
寺
公

文
案
』
と
い
う
文
書
が
あ
り
、
筆
者
は
異

な
る
も
の
の
、
前
の
一
通
と
同
時
期
に
書
か

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
文
書
と
も
行
書

体
と
草
書
体
を
交
え
て
書
か
れ
て
お
り
、
一

つ
の
音
に
は
一つ
の
字
を
統
一
し
て
使
い
、
あ

ま
り
画
数
の
多
い
字
は
使
っ
て
い
な
い
。
宣

命
体
の
文
書
の
読
み
書
き
に
は
漢
文
の
素

養
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
の
文
書
は
漢
字

を
意
味
の
あ
る
文
字
と
認
識
し
て
お
ら
ず
、

現
在
の
「
か
な
」
の
感
覚
に
近
い
使
い
方
を

し
て
い
る
。
ま
た
筆
者
は
能
書
で
は
な
く
、

一
般
の
人
の
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

　
奈
良
時
代
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
た
め

音
の
数
は
八
十
七
音
（
最
大
で
八
十
八
音
）

あ
り
、
各
音
に
対
し
て
数
種
か
ら
十
数
種

の
漢
字
を
あ
て
た
た
め
、
千
字
近
く
の
万

葉
仮
名
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
画
数
が
少

な
く
書
き
や
す
い
字
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
や
、
甲
類
・
乙
類
の
混
合
で
音
の
数

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
安
時

代
後
期
に
は
約
三
百
字
に
減
少
し
た
。

　
文
字
数
の
減
少
と
平
行
し
て
字
体
の
簡

略
化
が
進
み
、
平
安
時
代
初
期
、
万
葉
仮

名
を
草
書
体
で
美
し
く
表
現
し
た
草
仮
名

が
使
わ
れ
た
。
ま
た
、
主
と
し
て
万
葉
仮

名
の
一
部
を
用
い
て
片
仮
名
が
誕
生
し
た
。

草
仮
名
の
筆
跡
と
し
て
、『
秋
萩
帖
』、『
綾

地
歌
切
』
な
ど
が
あ
る
。
草
仮
名
は
草
の

手
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
平
安
時
代
中
期
に
な
る
と
、
草
仮
名
を

さ
ら
に
簡
略
化
し
て
記
号
化
さ
れ
た
平
易

な
平
仮
名
が
誕
生
し
た
。
こ
の
時
代
、
女

性
へ
の
差
別
が
つ
よ
く
、
女
性
の
漢
字
学
習

が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
万
葉
仮
名
を

男
手
、平
仮
名
を
女
手
と
い
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
こ
ろ
の
貴
族
の
男
女
の
交
際
は
専
ら

手
紙
で
あ
り
、
男
性
も
女
性
へ
送
る
手
紙

は
女
手
で
書
い
た
。
女
手
の
書
き
ぶ
り
で
そ

の
人
の
評
価
が
決
ま
る
こ
と
や
和
歌
の
流

行
な
ど
か
ら
、
か
な
書
道
の
全
盛
期
を
迎

え
る
に
至
っ
た
。

（16）
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小
野
道
風
は
寛
平
六
年
（
八
九
四
年
）

〜
康
保
三
年
十
二
月
二
十
七
日
（
九
六
七

年
二
月
九
日
）。
大
宰
大
弐
小
野
葛
絃
の

子
。
正
四
位
下
・
内
蔵
頭
。「
三
蹟
」（
三
跡
）

の
一
人
。
聖
徳
太
子
の
時
代
に
遣
隋
使
を

務
め
た
小
野
妹
子
の
子
孫
で
、
小
野
篁
の

孫
に
当
た
る
。
現
在
の
愛
知
県
春
日
井
市

出
身
。
こ
こ
に
は
道
風
記
念
館
が
あ
る
。

　
平
安
時
代
前
期
、
一
〇
世
紀
に
活
動
し

た
能
書
家
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
中
国

的
な
書
風
か
ら
脱
皮
し
て
和
様
書
道
の
基

礎
を
築
い
た
人
物
と
評
さ
れ
て
い
る
。
後

に
、
藤ふ

じ
わ
ら
の
さ
り

原
佐
理
と
藤ふ
じ
わ
ら
の
こ
う
ぜ
い

原
行
成
と
合
わ
せ
、

「
三
蹟
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
道
風
は
中

務
省
に
属
す
る
少
内
記
と
い
う
役
職
に
あ

り
、
宮
中
で
用
い
る
屏
風
に
文
字
を
書
い

た
り
、
公
文
書
の
清
書
を
し
た
り
す
る
の

が
そ
の
職
務
で
あ
っ
た
。
能
書
と
し
て
の

道
風
の
名
声
は
生
存
当
時
か
ら
高
く
、
当

時
の
宮
廷
や
貴
族
の
間
で
は
「
王
羲
之
の

再
生
」
と
持
て
は
や
さ
れ
た
。『
源
氏
物

語
』
の
「
絵
合
」
の
巻
で
は
、
道
風
の
書

を
評
し
て
「
今
風
で
美
し
く
目
に
ま
ば
ゆ

く
見
え
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
没
後
、
そ

の
評
価
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、『
書
道
の

神
』
と
し
て
祀
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。 

な
お
、
道
風
の
祖
父
に
平
安
時
代
初
期
の

漢
学
者
・
歌
人
と
し
て
著
名
な
小
野
篁（
お

の
の
た
か
む
ら
）が
い
る
。
代
表
作
に『
三

体
白
氏
詩
巻
』『
智
証
大
師
諡
号
勅
書
』『
屏

風
土
代
』『
玉
泉
帖
』
な
ど
が
あ
る
。

　『
智
証
大
師
諡
号
勅
書
』
は
、
少
内
記

に
在
任
中
の
道
風
が
醍
醐
天
皇
の
勅
命
で

揮
毫
し
た
も
の
で
、
延
長
五
年
（
九
二
七

年
）
の
年
記
が
あ
る
。
座
主
増
命
が
入
滅

し
た
た
め
、朝
廷
は
静
観
の
諡
号
を
授
け
、

そ
の
師
円
珍
に
は
法
印
大
和
尚
位
に
昇
格

の
上
、
智
証
大
師
の
諡
号
が
送
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　『
屏
風
土
代
』
は
現
在
三
の
丸
尚
蔵
館

蔵
。
土
代
と
は
「
下
書
き
」
の
意
味
で
、

内
裏
に
飾
る
屏
風
に
揮
毫
す
る
漢
詩
の
下

書
き
で
あ
る
。

　
延
長
六
年
（
九
二
八
年
）
十
一
月
、
道

風
が
勅
命
を
奉
じ
て
宮
中
の
屏
風
に
書
い

た
と
き
の
下
書
き
で
、
大
江
朝
綱
が
作
っ

た
律
詩
八
首
と
絶
句
三
首
が
書
か
れ
て
い

る
。
署
名
は
な
い
が
そ
の
奥
書
き
に
、
平

安
時
代
末
期
の
能
書
家
で
鑑
識
に
長
じ
て

い
た
藤
原
定
信
が
、
道
風
三
十
五
歳
の
書

で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
て
い
る
の
で
、
真

蹟
と
し
て
確
実
で
あ
ろ
う
。
巻
子
本
の
行

書
の
詩
巻
で
、料
紙
は
楮
紙
で
あ
る
。処
々

に
細
字
を
傍
書
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
字

体
を
工
夫
し
て
様
々
に
改
め
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
書
風
は
豊
か
で
美
し
く
温
和

荘
重
、
筆
力
が
漲
り
ゆ
っ
た
り
と
し
て
落

ち
着
い
て
い
る
。

　「
玉
泉
南
澗
花
…
」
の
書
き
出
し
か
ら

『
玉
泉
帖
』
と
呼
称
さ
れ
る
こ
の
一
巻
は
、

『
白
氏
文
集
』
の
中
か
ら
四
首
を
抜
粋
し

て
揮
毫
し
た
も
の
。
楷
書
・
行
書
・
草
書

を
巧
み
に
織
り
交
ぜ
、
し
か
も
文
字
の
大

小
を
付
け
な
が
ら
調
和
さ
せ
て
い
る
。
道

風
に
し
て
は
自
由
奔
放
な
書
風
で
あ
り
、

自
身
に
と
っ
て
も
会
心
の
作
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

（17）

智
証
大
師
諡
号
勅
書

屏
風
土
代

玉
泉
帖
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藤
原
佐
理
、
天
慶
七
年
（
九
四
四
年
）
〜

長
徳
四
年
七
月
二
十
五
日
（
九
九
八
年
八
月

二
十
四
日
）
は
、
平
安
中
期
の
能
書
家
、
公

卿
。
関
白
太
政
大
臣
藤
原
実
頼
の
孫
、
左
近

衛
少
将
藤
原
敦
敏
の
子
。
名
前
は
「
す
け
ま

さ
」
だ
が
、「
さ
り
」
と
有
職
読
み
す
る
こ

と
が
多
い
。
正
三
位
、参
議
。
右
近
衛
少
将
、

参
議
、
兵
部
卿
、
大
宰
大
弐
な
ど
を
歴
任
し
、

正
三
位
に
至
る
。
摂
関
家
の
名
門
の
一
系
に

生
ま
れ
た
が
、
四
歳
で
父
と
死
別
。
太
政
大

臣
を
極
め
た
祖
父
の
小
野
宮
実
頼
に
育
て
ら

れ
、
そ
の
権
勢
を
後
ろ
盾
に
十
八
歳
の
応
和

一
年
（
九
六
一
年
）、
六
十
八
歳
の
小
野
道

風
と
同
日
に
昇
殿
を
許
さ
れ
た
。

　
早
く
よ
り
能
書
で
知
ら
れ
草
書
の
第
一
人

者
と
し
て
の
評
価
も
高
く
、
円
融
天
皇
、
花

山
天
皇
、
一
条
天
皇
の
大
嘗
会
の
屏
風
の
色

紙
形
の
筆
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
小
野
道

風
、
藤
原
行
成
と
と
も
に
『
三
蹟
』
と
称
さ

れ
た
一
人
で
、
書
道
史
上
に
名
を
と
ど
め
、

流
麗
で
躍
動
感
の
あ
る
筆
跡
は
「
佐
跡
」
と

呼
ば
れ
尊
重
さ
れ
た
。
真
跡
と
し
て
『
詩
懐

紙
』
の
ほ
か
、『
離
洛
帖
』、『
恩
命
帖
』
な

ど
の
書
状
が
あ
る
。

　
佐
理
は
大
層
酒
を
好
ん
だ
そ
う
だ
が
、
そ

れ
が
為
に
不
興
を
買
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
職
務
怠
慢
甚
だ
し
く
、
常
識
を
欠
く

嫌
い
が
あ
っ
た
ら
し
い
。『
大
鏡
』
に
、「
如

泥
人
」（
泥
の
よ
う
に
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
だ
ら

し
の
な
い
人
の
意
）
と
あ
る
の
は
こ
の
事
を

指
し
て
い
る
よ
う
だ
。
一
方
、『
参
議
要
抄
』

に
は
『
佐
理
参
議
抄
（
佐
理
抄
）』
な
る
書

が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
小
野
宮
家
の
一
員
ら

し
く
、
故
実
に
つ
い
て
一
家
言
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、『
大
鏡
』
で
は
、
太
宰
大

弐
の
任
期
が
終
わ
り
京
都
へ
戻
る
途
中
、
夢

の
中
で
三
島
明
神
の
懇
願
を
受
け
、
佐
理
が

神
社
の
扁
額
を
書
い
た
話
が
あ
る
。
当
時
の

関
白
藤
原
道
隆
が
東
三
条
殿
を
造
営
し
た

際
、
襖
の
色
紙
形
に
歌
を
書
く
よ
う
に
命
じ

ら
れ
た
が
、
佐
理
が
参
上
に
遅
れ
道
隆
の
機

嫌
を
損
ね
た
話
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　『
詩
懐
紙
』
は
香
川
県
歴
史
博
物
館
蔵
。

国
宝
。
右
近
衛
権
少
将
在
任
中
二
十
六
歳
の

作
品
で
、
老
成
の
趣
を
示
し
円
熟
し
た
字
を

書
い
て
い
る
。
誠
に
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。「
同
賦
」
と
あ
る
の
は
詩
歌
会
の
席
上

で
同
じ
題
で
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
懐
紙
と

は
懐
中
の
用
紙
の
こ
と
で
当
時
男
は
普
通
陸

奥
紙
（
み
ち
の
く
が
み
）
を
、
女
は
色
紙
を

ふ
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
て
、
詩
歌
の
会
合
の

席
上
そ
の
紙
を
取
り
出
し
て
書
い
た
も
の
で

あ
る
。
現
存
す
る
詩
懐
紙
と
し
て
は
最
古
の

遺
品
で
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
晋
の
王
羲
之

の
風
を
は
な
れ
、
温
雅
で
流
麗
な
和
様
独
自

の
境
地
を
開
か
れ
た
。
小
野
道
風
の
『
屏
風

土
代
』
よ
り
も
さ
ら
に
複
雑
化
さ
れ
た
表
現

と
な
っ
て
い
る
。

　『
離
洛
帖
』
は
東
京
に
あ
る
畠
山
記
念
館

蔵
。
国
宝
。
名
称
は
、
冒
頭
の
草
名
（
花
押

の
原
形
）
の
あ
と
に
続
く
本
文
の
書
き
出
し

の
「
離
洛
之
後
…
…
」
と
あ
る
二
字
に
よ
る
。

正
暦
二
年
（
九
九
一
年
）
二
月
、
佐
理
（
当

時
四
十
八
歳
）
が
書
い
た
書
状
で
、
内
容
は

佐
理
が
大
宰
大
弐
（
大
宰
府
の
次
官
）
に
任

命
さ
れ
て
洛
（
京
都
）
を
離
れ
て
、
任
地
へ

向
か
う
旅
の
途
上
の
五
月
十
六
日
に
長
門
国

（
山
口
県
）
赤
間
泊
（
現
下
関
市
）
に
到
着

し
た
際
、
摂
政
の
藤
原
道
隆
に
赴
任
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
る
の
を
忘
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
妹
の
息
子
で
あ
る
藤
原
誠
信
に
あ
て

て
、
道
隆
へ
の
と
り
な
し
を
依
頼
し
た
侘
び

状
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
草
書
体
を

駆
使
し
奔
放
で
巧
み
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
個

性
的
な
書
風
が
特
色
で
あ
る
。
こ
の
幅
に
は

江
戸
中
期
に
上
代
様
の
能
書
家
で
聞
こ
え
た

近
衛
家
煕
（
予
楽
院
）
の
臨
模
本
（
写
し
の

一
紙
）
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の

紙
背
に
は
、
能
書
帝
伏
見
天
皇
の
花
押
が
模

写
さ
れ
て
い
る
。
古
く
は
、
古
筆
の
愛
好
家

で
知
ら
れ
た
伏
見
天
皇
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
、
伝
来
の
ゆ
ゆ
し
さ
を
示
し
て

い
る
。 

（18）
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　『
恩
命
帖
』
は
東
京
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚

蔵
館
。
冒
頭
の
一
行
に
「
囚
命
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
呼
ば
れ
る
藤
原
佐
理
自
筆
の
書
状

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
命
じ
ら
れ
た
矢
が

何
か
の
手
違
い
で
調
達
さ
れ
て
お
ら
ず
、
問

い
合
わ
せ
に
対
し
て
弁
明
し
善
後
策
を
提
示

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
矢
の
調
達

を
、
天
元
五
年
（
九
八
二
年
）
正
月
十
七
日

の
射
礼
の
射
遺
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
説
が

従
来
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
そ

れ
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
と
す
る
見
方
も
あ

り
、
今
後
の
考
究
に
俟
つ
べ
き
点
も
多
い
。

巻
頭
の
佐
理
の
二
字
を
合
わ
せ
た
草
名
は
、

花
押
に
発
達
す
る
以
前
の
も
の
で
、
ま
た
、

書
状
の
袖
の
五
行
分
の
返
し
書
き
は
、
そ
の

最
古
例
の
一
つ
と
目
さ
れ
、
貴
重
で
あ
る
。

巻
子
の
外
題
は
後
光
厳
天
皇
（
一
二
三
八
〜

七
四
年
）、
桐
箱
の
箱
書
は
近
衛
家
煕
の
筆

に
な
る
と
さ
れ
る
。
後
光
厳
天
皇
の
祖
父
で

あ
る
伏
見
天
皇
の
宮
廷
に
伝
来
し
た
と
考
え

ら
れ
る
「
恩
命
帖
」
は
、
筆
勢
が
弱
い
と
し

て
伏
見
天
皇
の
臨
摸
と
す
る
説
も
あ
る
。

藤
原
行
成

　
藤
原
行
成
は
天
禄
三
年（
九
七
二
年
）〜
万

寿
四
年
十
二
月
四
日
（
一
〇
二
八
年
一
月
三

日
）は
平
安
時
代
中
期
の
廷
臣
。
権
大
納
言
。

藤
原
佐
理
・
小
野
道
風
と
と
も
に
能
書
家
と

し
て
三
蹟
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
そ
の
書

は
後
に
「
権
蹟
」（
権
大
納
言
の
筆
跡
の
意
）

と
称
さ
れ
た
。
世
尊
寺
家
お
よ
び
、
書
道
世

尊
寺
流
の
祖
。
彼
の
書
風
は
、
小
野
道
風
や

藤
原
佐
理
よ
り
も
和
様
化
が
さ
ら
に
進
ん

だ
、
優
雅
な
も
の
で
あ
る
。

　
名
前
の
読
み
は
「
ゆ
き
な
り
」
だ
が
、「
こ

う
ぜ
い
」
と
有
職
読
み
す
る
こ
と
も
多
い
。

藤
原
北
家
摂
関
流
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
出
生

後
ま
も
な
く
父
祖
を
失
い
、
一
族
の
没
落
を

受
け
て
一
時
期
は
外
祖
父
源
保
光
の
事
実
上

の
養
子
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
青
年
期

は
ひ
ど
く
落
ち
ぶ
れ
た
。
し
か
し
親
友
源
俊

賢
の
推
挙
に
よ
っ
て
地
下
人
か
ら
一
条
天
皇

の
蔵
人
頭
に
抜
て
き
さ
れ
、
開
運
。
真
面
目

に
職
務
を
遂
行
し
、
一
条
天
皇
・
藤
原
道
長

の
両
方
に
信
任
さ
れ
た
。
能
吏
と
し
て
四
納

言
の
一
に
列
す
。
た
だ
し
、
晩
年
一
条
天
皇

が
次
期
東
宮
に
敦
康
親
王
を
擁
立
し
て
行
成

に
そ
の
後
見
を
期
待
し
た
も
の
の
、
行
成
は

却
っ
て
道
長
の
意
向
を
受
け
て
そ
の
外
孫
で

あ
る
敦
成
親
王（
後
一
条
天
皇
）
の
皇
位
継

承
を
一
条
天
皇
に
迫
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
一
条
天
皇
の
説
得
の
際
に
敦
康
親

王
が
宇
多
天
皇
の
よ
う
に
な
る
可
能
性
を
示

し
て
一
品
叙
位
を
図
り
、
行
成
自
身
は
そ
の

後
も
敦
康
親
王
の
家
司
を
親
王
が
亡
く
な
る

ま
で
務
め
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
敦
康
親
王
を

道
長
の
政
治
的
圧
力
か
ら
守
る
た
め
の
行
成

な
り
の
方
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
今
に
伝
わ
る
摂
関
期
の
貴
重
な
基
本
史
料

で
あ
る
日
記
『
権
記
』
を
残
し
た
功
績
も
大

き
い
。『
枕
草
子
』『
大
鏡
』
な
ど
に
登
場
し
、

逸
話
は
数
多
い
。
当
時
の
実
力
者
藤
原
道
長

も
そ
の
書
道
を
重
ん
じ
、
行
成
が
『
往
生
要

集
』
を
道
長
か
ら
借
り
た
際
に
は
「
原
本
は

差
し
上
げ
る
の
で
、
あ
な
た
が
写
本
し
た
も

の
を
戴
け
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、『
小
右
記
』
に
よ
る
と
、
道
長

と
同
日
に
死
去
し
た
た
め
に
、
世
間
は
道
長

の
死
で
大
騒
ぎ
と
な
っ
て
お
り
、
彼
の
死
に

つ
い
て
は
気
に
留
め
る
も
の
が
殆
ど
い
な
か

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　『
白
楽
天
詩
巻
』（
一
〇
一
八
年
）
は
唐
の

白
楽
天
の
詩
を
書
い
た
も
の
で
、
温
雅
で
明

る
く
、
線
の
太
細
の
変
化
に
無
理
が
な
く
、

和
様
の
完
成
さ
れ
た
姿
を
見
せ
る
書
で
あ

る
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
で
国
宝
。

　『
本
能
寺
切
』（
国
宝
）
は
、
漢
文
の
中
に

は
欠
字
が
あ
り
、
文
を
書
く
こ
と
よ
り
、
書

の
手
本
と
し
て
書
か
れ
た
よ
う
だ
。
和
様
の

洗
練
さ
れ
た
姿
で
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
鋭
い

運
筆
で
あ
る
。
一
〇
三
七
〜
一
〇
四
五
年
頃

の
書
写
と
さ
れ
、
文
様
の
入
っ
た
料
紙
に
書

か
れ
て
い
る
。

（19）
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５
、
平
安
の
か
な

　
平
安
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
三
筆
の
後
、

中
期
に
は
、
三
蹟
が
次
々
と
現
れ
、「
和
様
」

を
完
成
さ
せ
た
。
三
蹟
の
三
人
、
小
野
道
風
・

藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
は
三
人
と
も
漢
字
の

真
跡
を
遺
し
て
お
り
、
漢
字
の
和
様
化
の
経

緯
が
見
て
取
れ
る
。
漢
字
か
ら
仮
名
が
出
来

る
経
過
そ
の
も
の
が
和
様
化
で
あ
る
。

　
十
一
世
紀
に
な
る
と
和
様
が
完
成
し
、
藤

原
行
成
の
書
風
が
そ
の
後
の
基
盤
と
な
っ
て

広
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
行
成
様
」
あ
る
い

は「
世
尊
寺
流
」が
中
心
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、

い
わ
ゆ
る
平
仮
名
と
変
態
仮
名
の
最
も
字
形

が
省
略
さ
れ
た
形
が
完
成
し
て
い
る
。

高
野
切

　『
高
野
切
』は
、
平
安
時
代
後
期
、十
一
世
紀

に
書
写
さ
れ
た
『
古
今
和
歌
集
』（
撰
者
は
紀

貫
之
）の
写
本
の
通
称
で
あ
る
。『
古
今
和
歌

集
』の
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
日
本

文
学
史
・
日
本
語
史
の
研
究
資
料
と
し
て
貴

重
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
書
風
は
仮
名
書

道
の
最
高
峰
と
し
て
古
来
尊
重
さ
れ
、
日
本

書
道
史
上
も
き
わ
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

　
当
初
は
二
十
巻
（
和
歌
一一
〇
〇
首
前
後
）

か
ら
な
っ
て
お
り
、
現
存
す
る
の
は
そ
の
一

部
で
あ
る
。
料
紙
は
、
上
質
の
麻
紙
で
、
表

面
に
雲
母
の
砂
子
を
散
ら
し
て
あ
る
。
麻
紙

は
元
来
、
経
典
の
書
写
に
多
く
用
い
ら
れ
、

和
歌
集
の
料
紙
と
し
て
用
い
た
例
は
あ
ま
り

な
い
。「
高
野
切
」
な
ど
の
「
切
（
き
れ
）」

と
は
美
術
史
、書
道
史
、茶
道
な
ど
の
用
語
で
、

元
来
巻
物
や
冊
子
本
で
あ
っ
た
和
歌
集
、
漢

詩
集
な
ど
の
写
本
を
、
鑑
賞
用
と
す
る
た
め

の
切
断
し
、
掛
軸
に
仕
立
て
た
り
、
手
鑑
と

称
す
る
折
帖
に
貼
り
込
ん
だ
り
し
た
も
の
で
、

こ
の
鑑
賞
形
式
は
、
室
町
時
代
以
降
、
茶
道

の
隆
盛
と
と
も
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
切
断
さ
れ
た
紙
片
の
こ
と
を
「
断
簡
」
と

称
す
る
が
、
高
野
切
本
古
今
和
歌
集
の
う
ち
、

巻
九
の
巻
頭
の
十
七
行
分
の
断
簡
は
豊
臣
秀

吉
が
所
持
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
断
簡
は

後
に
木
食
応
其
（
安
土
桃
山
時
代
の
真
言
宗

の
僧
侶
）
に
下
賜
さ
れ
、
高
野
山
に
伝
来
し

た
た
め
、「
高
野
切
」
の
名
が
生
じ
た
。
こ
の

巻
九
巻
頭
の
断
簡
は
現
存
し
、
大
阪
の
、
か

の
湯
木
美
術
館
が
所
蔵
す
る
。

　『
古
今
和
歌
集
』
は
和
歌
の
規
範
と
し
て
、

平
安
貴
族
に
は
必
須
の
教
養
と
さ
れ
、
尊
重

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
写
本
も
多
く
、
平

安
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
写
本
だ
け
で
約
六
〇

種
に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
も
最
古
写
本
で
あ
り
、
書
道
の
手
本
と
し

て
も
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
が
高
野
切
本
で
あ

る
。

　
高
野
切
の
筆
者
は
古
来
、紀
貫
之
（
八
八
二

〜
九
四
六
年
）
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
実

際
は
貫
之
の
時
代
よ
り
一
世
紀
ほ
ど
後
の

十
一
世
紀
の
書
写
で
あ
る
の
で
、
伝
紀
貫
之

と
記
載
さ
れ
る
。

　
近
代
に
お
け
る
筆
跡
研
究
の
進
展
に
よ
り
、

高
野
切
の
筆
跡
は
三
種
に
分
か
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
便
宜
上
、「
第
一
種
」

「
第
二
種
」「
第
三
種
」と
称
さ
れ
て
い
る
。『
古

今
和
歌
集
』
は
全
二
〇
巻
と
序
か
ら
な
る
が
、

高
野
切
本
の
現
存
す
る
巻
は
巻
一
、二
、三
、

五
、八
、九
、十
八
、十
九
、二
十
で
、
残
り
の
巻

は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
失
わ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
巻
五
（
個
人
蔵
）、

巻
八
（
山
口
・
毛
利
博
物
館
蔵
）、
巻
二
十

（
高
知
県
蔵
）
の
三
巻
の
み
が
巻
物
と
し
て
完

存
し
（
三
巻
と
も
国
宝
）、
巻
一
、二
、三
、九
、

十
八
、十
九
は
断
簡
と
し
て
各
所
に
分
蔵
さ
れ

て
い
る
。
巻
一
の
巻
頭
部
分
の
断
簡
は
東
京
・

五
島
美
術
館
の
所
蔵
で
あ
る
。

　
第
一
種
の
筆
者
は
現
存
す
る
巻
の
う
ち
、

巻
一
、九
、二
十
を
担
当
し
て
い
る
。
古
今
集

の
冒
頭
の
巻
一
と
最
後
の
巻
二
十
を
担
当
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
人
の
筆
者
の
中
で
も

っ
と
も
地
位
の
高
い
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。

筆
者
に
つ
い
て
は
藤
原
行
成
の
子
の
藤
原
行

経
（
一
〇
一
二
〜
一
〇
五
〇
年
）
と
す
る
説

が
有
力
だ
が
、
確
証
は
な
い
。
第
一
種
の
書

風
は
二
十
一
世
紀
の
今
日
に
至
る
ま
で
仮
名

書
道
の
手
本
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
書

風
は
、
温
雅
で
く
せ
が
な
く
、
連
綿
は
控
え

め
で
あ
る
。

　
第
二
種
の
筆
者
は
現
存
す
る
巻
の
う
ち
、

巻
二
、三
、五
、八
を
担
当
し
て
い
る
。
美
術
史

家
の
小
松
茂
美
は
第
二
種
の
筆
者
を
源
兼
行

（
一
〇
二
三
〜
一
〇
七
四
年
頃
活
動
）
と
推
定

し
た
。
九
条
家
本
延
喜
式
の
紙
背
文
書
中
の

兼
行
の
筆
跡
と
の
一
致
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
、
兼
行
を
筆
者
と
す
る
説
は
ほ
ぼ

定
説
化
し
て
い
る
。
高
野
切
の
三
種
の
筆
跡

の
な
か
で
は
も
っ
と
も
個
性
が
強
く
、
側
筆

を
多
用
し
た
右
肩
上
が
り
で
肉
太
の
字
形
に

特
色
が
あ
る
。

　
第
三
種
の
筆
者
は
現
存
す
る
巻
の
う
ち
、

巻
十
八
、十
九
を
担
当
し
て
い
る
。
筆
者
に
つ

い
て
は
藤
原
公
経
（
？
〜
一
〇
九
九
年
）
と

す
る
説
も
あ
る
が
、
な
お
未
詳
で
あ
る
。
書

風
は
穏
や
か
で
、
高
野
切
の
三
種
の
筆
跡
の

な
か
で
は
、
も
っ
と
も
現
代
風
で
あ
る
と
評

さ
れ
て
い
る
。

（20）

高
野
切
第
一
種
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粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集

　
十
一
世
紀
に
な
る
と
和
様
が
完
成
し
、

藤
原
行
成
の
書
風
が
そ
の
後
の
基
盤
と
な

っ
て
広
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
行
成
様
」

あ
る
い
は
「
世
尊
寺
流
」
が
中
心
に
な
っ

た
。
こ
の
頃
、
い
わ
ゆ
る
平
仮
名
と
変
態

仮
名
の
最
も
字
形
が
省
略
さ
れ
た
形
が
完

成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
藤
原
公
任
撰
の

歌
集
で
あ
る
。
寛
仁
二
年（
一
〇
一
八
年
）

頃
成
立
し
た
。『
倭
漢
朗
詠
集
』、
あ
る
い

は
巻
末
の
内
題
か
ら
『
倭
漢
抄
』
と
も
呼

ば
れ
る
。
公
任
直
筆
は
現
存
し
な
い
が
、

そ
の
写
本
は
七
〇
を
超
え
る
。『
和
漢
朗

詠
集
』
を
書
写
し
た
完
本
は
、『
粘
葉
本

和
漢
朗
詠
集
』『
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
』『
巻

子
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
皇
室
所
蔵
、
御
物

三
冊
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
は
藤
原
道
長
の
娘
威
子
が
入

内
（
律
令
位
階
制
で
、
外
位
か
ら
内
位
に

進
む
こ
と
）
の
際
に
贈
り
物
の
屏
風
絵
に

添
え
る
歌
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
の
ち
に
公

任
の
娘
と
藤
原
教
通
の
結
婚
の
際
に
祝
い

の
引
き
出
物
と
し
て
贈
ら
れ
た
。
達
筆
の

藤
原
行
成
が
清
書
、
粘
葉
本
（
文
字
の
書

か
れ
た
面
を
内
側
に
入
れ
こ
ん
で
折
り
、

折
り
目
の
外
側
を
糊
付
け
し
た
）
に
装
幀

し
硯
箱
に
入
れ
て
贈
っ
た
と
い
う
。
下
巻

「
祝
」
部
に
日
本
国
歌
『
君
が
代
』
の
原

典
が
あ
る
。

　
朗
詠
は
詩
会
の
ほ
か
に
も
公
私
の
さ
ま

ざ
ま
の
場
で
、
そ
の
場
所
々
で
最
も
ふ
さ

わ
し
い
秀
句
や
名
歌
を
選
ん
で
朗
誦
し
、

そ
の
場
を
盛
り
上
げ
る
も
の
と
し
て
尊
重

さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
要
請
に
応
ず
る

形
で
朗
詠
題
ご
と
に
分
類
配
列
し
撰
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
上
下
二
巻
で
構
成
。
そ
の

名
の
通
り
和
歌
二
一
六
首
と
漢
詩
五
八
八

詩
（
日
本
人
の
作
っ
た
も
の
も
含
む
）
の

合
計
八
〇
四
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
和

歌
の
作
者
で
最
も
多
い
の
は
紀
貫
之
の

二
十
六
首
、
漢
詩
で
は
白
居
易
の
一
三
五

詩
で
あ
る
。
菅
原
道
真
、
柿
本
人
麻
呂
な

ど
も
名
を
連
ね
る
。『
古
今
和
歌
集
』
に

な
ら
っ
た
構
成
で
、
上
巻
に
春
夏
秋
冬
の

四
季
の
歌
、下
巻
に
雑
歌
を
入
れ
て
い
る
。

　
出
版
も
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
と
仮
名
文

字
の
両
方
で
当
時
の
流
行
歌
が
書
い
て
あ

る
こ
と
か
ら
、
寺
子
屋
な
ど
で
長
年
読
み

書
き
の
教
科
書
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

宋
に
渡
っ
た
日
本
の
修
行
僧
が
寺
に
入
山

す
る
と
き
に
も
納
め
て
い
る
。
ま
た
、
イ

エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
キ
リ
シ

タ
ン
版
の
上
巻
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
エ
ル
・

エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
に
残
っ
て
い
る
。

　
和
漢
朗
詠
集
は
、
平
安
時
代
末
期
頃
か

ら
注
釈
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
具
体
的

な
古
注
釈
書
は
「
朗
詠
江
注
」「
和
漢
朗

詠
集
私
注
」「
和
漢
朗
詠
註
抄
」「
和
漢
朗

詠
集
註
」
な
ど
が
あ
る
。

（21）

巻
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和
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三
色
紙

継
色
紙

　
『
継
色
紙
』
は
、
も
と
粘
葉
装
の
冊
子
本
で
、

多
く
の
場
合
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、『
古
今
和

歌
集
』『
万
葉
集
』
な
ど
の
歌
を
、紫
、藍
、赭
、

緑
な
ど
に
染
め
た
鳥
の
子
紙
に
一
首
ず
つ
書

か
れ
て
い
る
。
現
在
は
そ
の
本
の
断
簡
が
軸

に
仕
立
て
ら
れ
、
一
首
完
結
す
る
た
め
に
あ

た
か
も
色
紙
二
枚
を
継
い
だ
形
と
な
り
こ
の

名
が
あ
る
。

　
『
宇
津
保
物
語
』に「
男（
手
）に
も
あ
ら
ず
、

女
（
手
）
に
も
あ
ら
ず
」
と
記
さ
れ
た
草
仮

名
が
、
極
め
て
自
然
な
形
で
女
手
と
巧
み
に

合
わ
さ
れ
、
後
世
の
古
筆
切
に
は
余
り
見
慣

れ
な
い
珍
し
い
字
母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

書
風
は
情
感
あ
ふ
れ
た
優
美
な
も
の
で
、

余
白
と
点
画
・
行
の
間
隔
や
傾
き
・
墨
継

ぎ
の
な
ど
、
絶
妙
な
空
間
処
理
で
、
こ
の
散

ら
し
方
は
、
他
の
古
筆
に
匹
敵
す
る
も
の
が

な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
漢
字
的
用

筆
の
残
っ
た
「
か
な
」
の
境
地
を
成
立
さ
せ

た
、
極
め
て
格
調
の
高
い
作
品
で
あ
る
。
明

治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
ま
で
は
石
川

県
大
聖
寺
の
前
田
家
に
十
六
首
半
の
零
本
（
完

全
で
な
い
本
）
が
伝
え
ら
れ
、
現
在
確
認
さ

れ
る
『
継
色
紙
』
の
和
歌
は
、
一
首
が
出
典

未
詳
の
ほ
か
は
、『
古
今
和
歌
集
』
所
収
歌
が

二
十
七
首
、『
万
葉
集
』
所
収
歌
が
六
首
で
あ
る
。

大
き
さ
は
、
縦
十
三
、一
〜
一
三
、三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
五
〜
二
十
六
、四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。

所
蔵
は
、
東
京

国
立
博
物
館
、

五
島
美
術
館
、

徳
川
美
術
館
、

畠
山
記
念
館
、

湯
木
美
術
館
、

逸
翁
美
術
館
、

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
、

藤
田
美
術
館
、

出
光
美
術
館

ほ
か
、諸
家
分

蔵
。

寸
松
庵
色
紙

　
『
寸
松
庵
色
紙
』
は
、『
古
今
和
歌
集
』
四

季
の
歌
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
、
も
と
粘

葉
装
冊
子
で
あ
っ
た
が
、
分
割
さ
れ
色
紙
形

に
な
っ
た
。
織
田
信
長
の
家
臣
で
茶
人
の
佐

久
間
将
監
の
塔
頭
寸
松
庵
の
旧
蔵
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
こ
の
庵
は
大
徳

寺
龍
光
院
の
境
内
に
築
か
れ
、
前
庭
一
面
に

小
松
を
植
え
て
い
た
の
で
寸
松
庵
と
名
付
け

ら
れ
た
。

　

色
紙
は
も
と
和
泉
国
南
宗
寺
に
存
し
た
が
、

将
監
が
そ
の
内
の
十
二
枚
を
、
江
月
宗
玩
を

介
し
て
烏
丸
光
広
か
ら
入
手
し
、
一
枚
ご
と

に
そ
の
歌
意
を
描
い
た
金
地
扇
面
画
を
添
え

て
帖
に
仕
立
て
た
。
中
国
渡
来
の
唐
紙
を
用

い
て
お
り
、
色
は
白
、
薄
縹
、
黄
丹
、
薄
茶

な
ど
で
、
何
れ
も
布
目
が
打
た
れ
、
文
様
も

変
化
に
富
ん
で
い
る
。

　

書
風
は
典
麗
高
雅
。
線
は
強
く
張
り
が
あ

り
、
緩
急
自
在
の
変
化
は
見
事
で
、
古
来
、

散
ら
し
書
き
の
絶
品
と
い
わ
れ
る
。
散
ら
し

方
に
大
体
二
通
り
あ
り
、
一
つ
は
上
下
ま
た

は
左
右
に
二
段
に
分
け
て
散
ら
し
た
も
の
、

一
つ
は
四
行
ま
た
は
五
行
を
扇
の
骨
の
よ
う

に
上
を
広
く
下
を
狭
く
書
い
て
い
る
。
後
者

の
散
ら
し
方
は
『
寸
松
庵
色
紙
』
独
特
の
も

の
で
、
素
朴
な
自
然
さ
の
中
に
何
と
も
言
え

ぬ
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。
大
き
さ
は
、

縦
十
二
、九
〜
十
三
、三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
十
二
、三
〜
十
二
、八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

約
四
〇
枚
が
現
存
し
、
所
蔵
は
、
東
京
国
立

博
物
館
、
野
村
美
術
館
、
五
島
美
術
館
、
畠

山
記
念
館
、
湯
木
美
術
館
ほ
か
、
諸
家
分
蔵
。

升
色
紙

　
『
升
色
紙
』
は
、
清
原
深
養
父
の
歌
集
を
書

写
し
た
冊
子
本
で
あ
っ
た
が
、
後
に
分
割
さ

れ
、
料
紙
の
升
の
形
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。

料
紙
は
鳥
の
子
の
白
紙
、
淡
藍
紙
、
染
紙
、

雲
紙
な
ど
を
用
い
て
い
る
が
、
す
べ
て
雲
母

が
蒔
か
れ
て
い
て
高
雅
で
あ
る
。

　

優
雅
で
し
と
や
か
な
書
風
で
平
安
朝
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
趣
が
あ
る
。
文
字
は
緩
や
か

な
弧
を
描
き
、
滞
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
古
筆

の
中
で
最
も
細
く
品
の
よ
い
線
が
用
い
ら
れ
、

散
ら
し
の
美
し
さ
も
優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
線
が
ふ
っ
く
ら
と
し
て
実
に
艶
美
な
感

じ
を
与
え
る
が
、
濃
淡
の
変
化
の
際
立
っ
た

墨
つ
ぎ
と
、
太
い
線
と
細
い
線
を
絡
ま
せ
て

ゆ
く
技
巧
と
が
、
こ
の
色
紙
に
一
段
と
精
彩

を
添
え
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
縦
十
三
、七
〜

十
三
、八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
一
、八
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
所
蔵
は
、
東
京
国
立
博
物

館
ほ
か
、
諸
家
分
蔵
。
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関
戸
本
古
今
集

　『
関
戸
本
古
今
集
』
は
『
古
今
和
歌
集
』
の

写
本
と
し
て
最
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
。
も

と
も
と
粘
葉
装
の
冊
子
二
冊
で
あ
っ
た
が
、

現
存
す
る
の
は
全
体
の
五
分
の
一
程
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
四
十
八
紙
が
、
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
年
）
に
、
加
賀
の
前
田
家
か
ら
名

古
屋
の
素
封
家
・
関
戸
家
に
伝
わ
り
「
関
戸

本
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
古
来
よ
り
藤
原
行
成
の
筆
と
さ
れ
て
き
た

が
、
現
在
で
は
、
行
成
の
後
の
時
代
（
十
一

世
紀
後
半
）
の
能
書
家
に
よ
る
書
写
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は
鳥
の
子
で
、
濃
淡
の

異
な
る
緑
・
黄
・
茶
に
染
め
ら
れ
た
上
品
な

も
の
で
あ
る
。
比
較
的
小
ぶ
り
な
文
字
が
重

な
り
合
う
よ
う
に
書
き
連
ね
ら
れ
た
緻
密
さ

と
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
運
筆
に
特
徴
が
あ
る
。

６
、
平
安
時
代
後
期

　
平
安
時
代
末
期
は
院
政
の
開
始
と
武
家

の
台
頭
に
よ
る
貴
族
社
会
の
混
乱
衰
頽
を

反
映
し
て
、
優
美
な
も
の
か
ら
個
性
的
意
思

的
な
傾
向
を
示
し
、
華
麗
な
装
飾
写
本
が
盛

行
し
た
。
代
表
さ
れ
る
書
に
『
西
本
願
寺

本
三
十
六
人
家
集
』
が
あ
る
。
こ
の
書
は

三
十
六
歌
仙
の
和
歌
を
能
書
二
十
人
が
分
担

し
て
書
写
し
た
が
、
筆
者
が
明
ら
か
な
の
は

藤
原
道
子
、
藤
原
定
実
、
藤
原
定
信
の
三
人

だ
け
で
あ
る
。
こ
の
三
人
を
中
心
に
宮
廷
の

能
書
が
活
躍
し
た
。
な
お
、
こ
の
『
西
本
願

寺
本
三
十
六
人
家
集
』
は
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
年
）
大
口
周
魚
が
西
本
願
寺
の
書

庫
か
ら
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

世
尊
寺
家

　
世
尊
寺
家
は
藤
原
行
成
を
祖
と
し
、
行
経

（
二
代
目
）、伊
房
（
三
代
目
）
が
平
安
中
期
に
、

定
実
（
四
代
目
）、定
信
（
五
代
目
）、伊
行
（
六

代
目
）
が
平
安
後
期
に
と
、
歴
代
能
書
を
輩

出
し
、
後
世
、
世
尊
寺
流
と
称
さ
れ
た
。
世

尊
寺
家
は
八
代
行
能
か
ら
世
尊
寺
の
家
名
を

名
乗
り
、
十
七
代
行
季
で
終
焉
と
な
る
。
六

代
目
の
伊
行
は
日
本
最
初
の
書
論
書
『
夜
鶴

庭
訓
抄
』
を
遺
し
て
い
る
。

本
阿
弥
切

　
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
活
躍
し

た
芸
術
家
・
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
〜

一
六
三
七
年
）
が
愛
蔵
し
た
こ
と
か
ら
、『
本

阿
弥
切
』
と
称
さ
れ
る
一
連
の
古
筆
が
あ
る
。

『
古
今
和
歌
集
』
の
写
本
だ
が
、
部
分
に
よ
っ

て
出
来
不
出
来
の
差
が
あ
り
、
全
体
で
は
あ

ま
り
優
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
の
説
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
独
特
の
余
白
や
連
綿
が
素
晴
ら

し
く
、
ま
た
料
紙
の
美
し
さ
か
ら
も
「
名
物

切
第
一
の
切
れ
な
り
」
と
い
わ
れ
、
古
来
よ

り
尊
重
さ
れ
愛
好
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
人
の
目
に
触

れ
、
手
に
取
ら
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
、
文
字

の
剥
離
が
多
い
断
簡
も
あ
る
。
文
字
は
丸
み

を
帯
び
、
前
述
の
『
関
戸
本
古
今
集
』
と
通

ず
る
も
の
が
あ
る
。
小
野
道
風
筆
と
言
わ
れ

る
が
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
力
強
い

運
筆
と
華
麗
な
連
綿
が
魅
力
的
で
あ
る
。

元
永
本
古
今
集

　『
古
今
和
歌
集
』
の
全
文
が
書
写
さ
れ
た
平

安
時
代
の
写
本
と
し
て
唯
一
の
も
の
と
さ
れ
、

上
巻
の
奥
書
に
「
元
永
三
年
（
一
一
二
〇
年
）

七
月
二
十
四
日
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
『
元
永
本
古
今
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

金
銀
箔
を
散
ら
す
な
ど
し
た
煌
び
や
か
な
料

紙
は
、
同
時
代
の
『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人

家
集
』
に
次
ぐ
美
し
さ
と
さ
れ
る
、
上
下
二

冊
の
冊
子
本
で
あ
る
。

　『
元
永
本
古
今
集
』
は
書
写
年
代
の
記
述
が

あ
る
た
め
、
同
筆
の
多
く
の
古
筆
の
書
写
年

代
を
推
定
で
き
、
名
手
二
十
人
の
手
に
よ
る

『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
』
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
古
筆
の
書
写
年
代
を
推
測
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
国
文
学
史
上
・
書
道
史
上

の
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
た
逸
品
で
あ
る
。

　
筆
者
は
長
ら
く
歌
人
の
源
俊
頼
（
一
〇
五
五

〜
一
一
二
九
年
）
と
さ
れ
て
き
た
が
、
書
き

ぶ
り
が
あ
ま
り
に
堪
能
で
、
し
か
し
、
歌
題

の
誤
写
に
は
頓
着
し
て
い
な
い
様
子
か
ら
、

歌
人
で
は
な
く
当
時
の
能
書
家
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
藤

原
行
成
の
四
代
後
の
子
孫
で
あ
る
藤
原
定
実

の
筆
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

（23）

元
永
本
古
今
集

関
戸
本
古
今
集

本
阿
弥
切
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西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集

　
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
は
、
三
十
六

歌
仙
（
藤
原
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
載

っ
て
い
る
和
歌
の
名
人
三
十
六
人
の
総
称
）

の
和
歌
を
集
め
た
平
安
時
代
末
期
の
装
飾
写

本
で
あ
る
。
三
十
六
人
家
集
の
ま
と
ま
っ
た

写
本
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
、
京
都
市
に

あ
る
西
本
願
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願

寺
）
の
所
蔵
。
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

三
十
六
歌
仙
の
和
歌
を
歌
仙
別
に
一
帖
な
い

し
二
帖
の
冊
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
麻

呂
集
、
貫
之
集
、
能
宣
集
に
つ
い
て
は
上
下

二
帖
構
成
と
す
る
た
め
、
全
体
で
は
三
十
九

帖
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
、
伊
勢
集
と
貫
之

集
下
は
一
九
二
九
年
に
冊
子
の
形
を
解
体
し

て
一
葉
ず
つ
の
断
簡
に
分
割
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
断
簡
は
本
願
寺
の
旧
所
在
地
に
ち
な
ん

で
「
石
山
切
」
と
名
付
け
ら
れ
、
掛
軸
な
ど

に
改
装
さ
れ
て
各
地
の
美
術
館
や
収
集
家
に

分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
影
響
さ
れ
て
、

中
古
三
十
六
歌
仙
や
女
房
三
十
六
歌
仙
な
ど

が
後
世
に
で
き
た
。

　
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
の
は
、
平
安
時

代
（
一
一
一
〇
年
頃
）
の
原
本
が
三
十
二
帖
、

鎌
倉
時
代
の
補
写
本
が
一
帖
（
兼
輔
集
）、

江
戸
時
代
の
補
写
本
が
四
帖
（
人
麻
呂
集
上・

下
、
業
平
集
、
小
町
集
）、一
九
二
九
年（
昭
和

四
年
）
頃
の
田
中
親
美
の
復
元
模
写
本
が
二

帖
で
あ
る
。
昭
和
の
補
写
本
二
冊
を
除
く

三
十
七
帖
が
、
付
属
の
後
奈
良
天
皇
宸
翰
女

房
奉
書
一
幅
と
共
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
体
裁
は
縦
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅

約
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
紙
本
で
、
装
丁

は
粘
葉
装
。
各
帖
に
は
彩
色
下
絵
、
金
銀
の

箔
、
雲
母
刷
り
の
地
紋
、
墨
流
し
、
破
り
継

ぎ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
料
紙
装
飾
技
法
が
駆
使

さ
れ
て
い
る
。
伝
世
し
た
平
安
時
代
の
装
飾

写
本
の
中
で
、
最
も
豪
華
な
装
飾
が
施
さ
れ

た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
表
紙
は
紗
羅
で
、

現
在
は
紙
を
入
れ
て
補
強
し
て
あ
る
。
表
紙

の
羅
に
も
主
と
し
て
銀
泥
で
山
水
画
が
描
か

れ
て
い
る
。

　
制
作
事
情
に
つ
い
て
は
、
天
永
三
年

（
一
一
一
二
年
）
の
白
河
法
皇
の
六
十
の
賀

に
際
し
て
宮
廷
で
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
長
ら
く
宮
中
に
伝
来
し
た

が
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
年
）
に
後
奈

良
天
皇
か
ら
本
願
寺
証
如
に
与
え
ら
れ
た
。

国
宝
の
付
属
指
定
と
さ
れ
て
い
る
「
後
奈
良

天
皇
宸
翰
女
房
奉
書
」
は
こ
の
伝
来
に
関
わ

る
資
料
で
あ
る
。

（24）

西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集

（
重
之
集
の
帖
末
部
分
）

西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集

貫
之
集
下
（
石
山
切
）

西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集

（
遍
照
集
）
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